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センターホームページをより使いやすくリニューアル！ 

4 月からトップページのデザインを一新します。 

（画面はイメージです） 
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仲間づくりのエクササイズも交えた和やかな雰囲気の中，豊富な経験と

深い見識に裏付けられ，上杉先生と子どもたちの温かなつながりが感じら

れるお話でした。 

 

児童生徒や保護者とのコミュニケーショントラブルを防ぐ手立てとし

て，アンガーマネジメントを活用して対人関係能力の向上を図る体感型校

内研修の手法を紹介。あわせて若手・ミドル層の人材育成，協働型学校組

織の構築を通して学校力を高めるメンター制度の取組について，横浜市の

事例を交えて紹介しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

教員の資質向上と協働型の学校組織の構築 
～ヒューマンエラーを防止する校内研修のあり方～ 

<参加者の声> 

○ 4 人組での対話を通して学び合うことで，ただお話を聞くだけで

は通り過ぎてしまった点までわかったような気がします。「理解し

た」ではなく，胸に落ちるというかなんというか…。（小・50 代） 

○ 授業を実践しながら，「何でこんなに手が挙がらないのだろう…」

と思っていた。生徒の気持ちになって考えてみれば，互いの顔が見

えないのは不安だと思う。道徳など，できそうな授業では，輪にな

って学びたいと思う。（中・20 代） 

○ 心に響きました。今まで当たり前だと思っていた部分が違ってい

たということに気付かされました。（高・30 代） 

<参加者の声> 

○ ストレスが多くなりイライラしてくるとやはりアンガーマネジメントの必要性を感じます。セルフコ

ントロールできるためにも校内研修に位置付けたいと考えています。（小・50 代） 

○ 子どもに協働させたいなら，まず教師からだと思います。（20 代） 

○ 今日の発表や提案を校内でどのように広め共有するかが課題になってくると思います。（小・50 代） 

 

全体発表（教職教育部） 

「対話」で深める授業の考え方と方法 
～みんなで学び共に伸びる授業の実現を願って～ 

上杉賢士氏講演会 

 ２月２１日（金），第２回目となる総合教育センター研究発表会が行われました。 

今年度は県外からの８名を含め，合わせて２１５名の参加がありました。大雪の影響が残る中，遠路ご参

加いただいた皆様，ありがとうございました。発表会の様子を写真と参加者の声でお伝えします。 

←グリーン・ヒルズ小学校／中学校校長 上杉賢士氏  

総合教育センター教職教育部専門主事 倉島千幸 → 

「対話」とは，特別な装置を必要としない，「ここにいるすべての子が大切」

という教育の哲学なのです。 
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○ 長野県が教育センター中心に，現場の実態をしっかり把握しながら研究を進め，各

学校の研修支援にあたっている様子がよくわかりました。（県外・40 代） 

○ 多くのヒントをいただき，ぜひ学校に持ち帰り実践したいと感じました。関係づく

り・環境づくり等のシートを活用したいです。（中・20 代） 

○ 参加型の研修を様々企画して頂いた創意工夫に感謝です！（小・30 代） 

○ 単元を構造的に見た学習展開の在り方等大変勉強になりました。子どもに力を付け

るために何が大切なのか，その大きな一つを教えていただきました。（小・40 代） 

○ ＩＣＴについては自分の教科だけでなく，他教科においても活用例を学ぶことがで

き，大変有意義だった。学校へ戻り，次回の職員会でぜひ伝えたい。（中・30 代） 

○ 農業・工業・商業・家庭の各分野のエキスパートの職員の発表が聴けて，充実した時間を過

ごすことができました。（高・50 代） 

○ どの教科の発表も充実した内容で聴いていて楽しかったです。今後，生徒のために「何がで

きるのか」ということを自問自答しながら教材研究を行っていこうと思います。（高・30 代） 

○ 日々追われるだけの現場から一歩おいた目で新たな教育方法，実践に向けたヒントを得るこ

とができた。（高・50 代） 

生徒指導・特別支援教育部 

教科教育部 

情報・産業教育部 

< 分 科 会 > 
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専門的アセスメントに基づき対応します 

生徒指導，特別支援教育の 2 つの視

点から，専門的なアセスメントに基

づいて丁寧に対応 

 

専門主事が出向く支援を行います 

◇ 学校ニーズに応える校内研修支援 

選べるメニュー表を新規作成し，セ

ンター専門主事が出張支援 

 

役立つ情報をお知らせします 

◇ センターHPの充実 

教育コンテンツを増やし，さらに利

用しやすいページに改編 

◇ 「学びの広場」を新設 

これまでのクリア・チャレンジ問題

等に加え，単元ごとに定着を確認で

きるレビュー問題を新規配信 

◇ センター通信「しののめ」 

学校で役立つ教育情報を配信 

 

研究・調査の成果をお知らせします 

◇ センター研究発表会 

平成 27年 2月 20日(金) 

1 年間取り組んだプロジェクト研究

の成果を発信 

 

帰校後の共有・活用を支援します 

受講内容を校内研修につなぐ方法をサポート 

 

さらに参加しやすい研修講座にします 

◇ 希望者の多い講座を複数回実施 

講座名に「A」「B」を付けて実施 

◇ 参加しやすい土曜講座の開講 

7 月 5 日(土)「図書館を使って授業改善～調べ

学習の進め方～」など５講座 

9 月 6 日(土)「情報管理の基礎～セキュリティ

意識向上のために～」など３講座 

 

喫緊の課題に対応する研修講座を提供します 

◇ 学校力向上 教育課題講座を開講 

上越教育大学教職大学院と連携し「いじめ・不

登校の対策を考える」ほか４回の講座を新設 

◇ 各分野の最新情報を提供 

人権教育，キャリア教育，学校組織マネジメン

ト等，最新の情報提供で学校力向上を支援 

 

ライフステージに応じた研修を提供します 

◇ ３年次研修・キャリアアップ研修スタート 

教員の基礎形成から充実期までを見通した研修

内容の提供による資質の向上 

◇ 初任研・10年研の選択幅を拡大 

初任研（小中特）の受講範囲の拡大，10年研の

必修課題の選択講座拡大で，ニーズに対応 

 

ＩＣＴ機器の効果的な活用を提案します 

◇ 情報・産業教育機器を大幅に刷新 

タブレット端末，協働学習ソフトウェアが利用

できる無線 LAN環境の拡充 

◇ 力の付く授業づくりに役立つ機器活用 

書画カメラ，タブレット等 ICT機器演習の充実 

研究調査事業 

研 修 事 業 

教育情報事業 

教育相談事業 

平成 26 年度  


